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ついて田口
1°)が指摘 したことと同様 の傾向を示して

いるものと思われる。

3 初・晩秋の収穫法 と枯死株の発生について

初・晩秋とも中間伐採によって収穫する場合の収穫

部位 と結死株の発生について調査 した。初秋蚕期の伐

採位置が低いほど枯死株の発生は多 くなり,再発枝を

晩秋蚕期に基部から収穫するとこの傾向はさらに著 し

くなった。 このことから,春切桑園での初秋の全伐収

穫は 60“ 以上を残 して収穫 し,再発枝を晩秋に収穫

する場合は,再発校の基部に残葉 されるような収穫法

とする必要がある(第 3表 )。

第 3表 初・晩秋の収穫法 と枯死株の発生

再発枝基部伐採

収穫月 日

が時期によってことなることに関連 してい るものでは

ないかと考 えられる。

4 あ と が  き

さ し木による速成桑園においては年次 をおって枯死

株が多 くなるが,収 穫量へ直接影響 しているとは思わ

れないので,こ れによっては維持年限 を推定できない。

しか し,気象災害や無理な収穫法 を行 なえば,枯死

株が多発 し,急激な維持年限の短縮 がなされるおそれ

がある。
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また,初秋蚕期の伐採月日によっても枯死株の発生

割合はことな り,7月 31日 , 8月 5日 伐採の両区は,

それ以前,そ れ以後の伐採のものより発生割合が多か

った。このことは大山
9)が
伐採時期と再生長 との関係で

指摘 したように,貯蔵物質の消耗の程度や蓄積の状態

再発枝中間伐採

植 桑 園 の 雪 害 に つ い て

八鍬 春美・中野 修―・佐藤喜美雄
(蚕糸試験場新庄原蚕種試験所 )

1ま え が き

桑園の生産性向上の一技術として,桑古条さし木利

用による速成密植桑園の造成試験が岩手県蚕試等にお

いて行われ,造成管理,収穫条桑による飼育体系化試

験などについて報告されているが,著者 らは積雪地に

おいて遠成密植桑園の造成が可能か否かを検討する目

的で,中雪地 として最深積雪量の平年値が 143"の新

庄原委饉試験所構内桑園,多雪地として最深積雪量の

平年値 550mの 山形県最 上郡大蔵村肘折地区の桑園を

供用 し, 10a当 たり 15,000本 さしの密植桑園を設定

し用途別に分け雪害 を調査 したので,そ の結果の概要

を報告する。

2 材料及び方法

1974年 5月 , 両地区にポ リエチ レンフィルムでマ

ルチしたさし床を準備 した。 さし床にはネパ リン 10
アール当たり500り を施用 し,除草剤 としてOAT lo

アール当たり200,,ト レファノサイ ド3り を施 した。
フィルムの厚 さは 0レ 続 ,幅 135"の ものを用いた。

さし床幅 を 1れ とし,畦幅 20", 株間 15"の 6列
さしとし,桑品種は剣持 を用い。さし穂の長さは 15
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～ 20昴 とし,中雪地は 5月 16日 ,多雪地は 5月 31

日それぞれさし木 を行った。 晩 秋 蚕 期 (中雪地 9月

21日 ,多雪地 9月 20日 )に最長校条長(中雪地 200

",多
雪地 180")の%を 中間伐採水平切収穫を行い ,

落葉後に春秋兼用は横伏結東,傾斜結東,直立結東 ,

無結束 の 4区 を設け,夏秋専用は基部伐採, 基部 15

第 1表  故 障株割 合 (%)

基部伐採
``¢
,基部15昴残し75%で ともに少なく,

春秋兼用では直立結束 a8¢ ,傾斜結東 ,6%,横 伏結

東 117¢ ,無結東 11'%で ともに大差はなかった。多

雪地では憂秋専用,春秋兼用とも中雪地に比べともに

2～ 3倍多かった。なお両地区とも夏秋専用では基部

伐採,春秋兼用では直立結束が最も故障株が少なかっ

た。

3 枝折れ割合 (第 2表 )は 中雪地においては夏秋

れ割 合 (¢ )第 2表  枝 折

であった。

4 先枯長割合 (第 3表 )は 春秋兼用について調査
を行った。中雪地では横伏結東 と傾斜結東には先枯が

なかったが,直立結東は 24¢ ,無結東は 50¢ と先枯
がみられた。多雪地では中雪地とは様相が異なりいず

れの区とも 25～ 30¢ の先枯があった。中雪地では結

東方法が地上部に近いものほど被害が少なかったが,

"残
しの 2区 を設けた。

3試 験 結 果

1 きし木当年における活着率は中雪地 91¢ , 多
雪地
'2¢
で差がなかった。

2 故障株割合 (第 1表 )は中雪地の夏秋専用では

専用では基部伐採は被害がなく,基部 15“ 残しがわ

ずかに2¢ であった。春秋兼用では直立結東 5%,傾
斜結東 9%,横伏結東 14¢ 。無結東 21%の順に多か

った。多雪地の夏秋専用では基部伐採は被害がなく,

基部 15“ 残 して ,2¢ で,春秋兼用では傾斜結東 15

%,横 伏結東 17¢ ,直立結東 52¢ , 無結束は58%
の被害であった。両地区とも夏秋専用は春秋兼用に比

べ被害が軽微であり,被害の最も多かったのは無結東

多雪地ではその傾向は認められなかった。

以上のことか ら概括的にいえることは,夏秋専用の

場合は中雪地,多雪地 とも基都伐採 を行い,ま た春秋

兼用の場合は中雪地では直立結東,多雪地では傾斜結

束 をrrう ことが,造成 1年 月における越冬中の雪害を

軽減することができるものと考 えられる。

地 域 別 κ
春   秋   兼  用 夏 秋 専 用

横伏結東 傾斜結東 直立結東 無 結 東 基部伐採 基部 15“ 残

中 雪 地

1 117 125 108 l C10

2 117 117 50 1こ 0 58

平 均 1,フ ,6 a8 119 46

多 雪 地

1 241 269 1■ 7 413 157

2 241 226 lZ` 325 2Q4

平 均 241 232 147 3`' 1こ 9 176

地 域 別 κ
春 秋 兼 用 夏 秋 専 用

横伏結東 傾斜結東 直立結東 無 結 東 基部伐採 基部15“ 残

中 雪 地

1 , 9 0 0 2

2 8 21 0 1

平 均 9 5 21 0 2

多 雪 地

1 51 0

2 0 4

平 均 0
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第3表 先粘長割合 (¢ )

地 域

'1

る
春 秋 兼 用

横伏結東 傾斜結東 直立結東 無 結 東

中 雪 地

1 0 0

2 0 0

平 均 0 0

多 雪 地

1 19

2

平 均

桑紫紋羽病の人工接種と土壊要因について

山 り|1隆 平 *

(*山 形県蚕業試験場 .

1 ま え 力` き

桑の索紋羽病の発病様相 と,土壌の理化学性 との関

係については,過去に多 くの報告がなされている。筆

者 らは, ことなる 8点の土壌 を供試 し,土壊要因とく
に,植物遺体に由来する有機物中,本病菌が炭素源 と

して最も利用価値の高い と考えられるベクチン様物質

を, ウロン酸の形態で抽出定量 し,そ の量的違いが,

本病菌の人工接種によって,発病様相に相違がみられ

るか比較検討したので報告する。

2試 験 方 法

1 接種菌株 :当場保存菌株 (被書桑根から分離 )
をPSA寒 天培地 (20",∫ 90mシ ャーレ )で ,25
C, 4週 間平板培養 を行なったものの/シ ャーレ菌量

を接種源 とした。

2 接種方法 :1区画 5X8X30"の ガラス製箱

の側面に,前記の本病菌を密着させ,各供試土壌を充

てんし,供試苗 (剣持実生苗 )を
`区
画,1株 ごと10

区画に植付け処理 した。

なお供試土壌は,あ らか じめ,め につく巨礫,有機
物はとり除き,施 IEは行なわず植付後の水管理等につ

いては,随時一様とした。
5 接種期間 :前記のとおり処理 したガラス箱を,
過度の乾燥, しゃ光と高温防止のため,調査 まで 75

日間地中に埋没処理 した。

4 土壌分析法 :O Caぉ ょび M8:口 DTA法
。全 炭 素 :Tyurin法

東海林    覚 **
**山形県農業試験場 )

O腐植酸, フルボ酸 :弘法,大羽法による酸化滴定法

0ウ ロン酸 :ナ フ トレゾルシノール, ピタラー トによ

る比色定量法

3 結果ならびに考察

供試土壊中に接種 した本病菌は,供試土壌 -1の 9

株,そ れに供試土壊 2～ 8ま では, 10株 中全ての桑

根に,本病菌糸の伸展,着生しているのが認められた。

また罹病算定値により,本 病菌の桑根での着生の多少,

ならびに被害の程度を比較すると,供試土壌
`Z8

が 41～ 45と 高い罹病度 を示 した (第 1表 )。 また
供試土壌 2.5,4.5,の 罹病度は 33～ 40で , 供試土

鮒■1は罹病度で28と もっとも小さい数値を示 した。

桑根に着生 した本病菌の菌糸の量的違いのはかに,供

試土壌 1.2,こ 4.5,での着生 した菌糸または菌 糸 東

の色は,淡素褐色で繊細 であるのに,供試土壌
`ス
8

の菌糸,菌糸束の色は濃紫色で,菌糸および菌糸束の

大きも太 く密であ り,発育の状態は良好であった。
このことは,青木・ 下平の報告で,歯糸の伸長度 と

菌糸東の大き(厚 さ )と は決 して併行的なものではな

く,む しろ逆行的にみられるもので,菌糸東が太さを

増 しても,菌糸東の伸長はそれに伴わず,逆に菌糸東

が太さを増 さない場合には,極 めて織細な菌糸が長 く

伸びる傾向にある。 これは養分吸収が良好に行なわれ

る場合,菌糸は無理な伸長をしなくても,充分に栄養
が摂れて菌体が増量するのに対 し,不良条件下では養

分吸収をはかるため,菌糸の伸長が促 される。 したが

って本菌の土壌中での発育状態の良否を比較する場合


